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第 6章 情報発信活動 

1. シンポジウム 

 

 

1.1  シンポジウム概要 

本取組に関するシンポジウム『教学マネジメントの改善と学修成果』～学生支援型 IR の可能性

～が、2014年11月22日（土）に関西国際大学尼崎キャンパスKUISホールにて170名を超える

参加のもと開催された。 

小笠原氏の基調講演では、基礎学術系分野、職業系分野、実学系分野それぞれの枠組みの特徴と

教育戦略を整理した。特に、実学的分野では教育目標が拡散しカリキュラムが総花的になること、

ディシプリンに基づく縦方向の流れを整理し、コンピテンスに基づく横方向の流れを強化して職業

的レリバンスを獲得すること、そして、ハイ・インパクト・プラクティス（HIP）化が必要である

ことが説明された。  

連携事業の中間報告では、取組の全体像として、①HIP の充実、②学修成果の評価方法の開発、

③教学マネジメントシステムの確立の 3 本の柱に沿い、事業の成果と課題について報告を行った。

各連携校からは HIP の取組事例として、淑徳大学のサービスラーニングの取組、北陸学院大学の

PBL型授業であるMission Innovation Projectの報告があった。また、くらしき作陽大学からは、

ルーブリックの活用例および教学マネジメントに関する全国調査についての報告があった。  

パネルディスカッションでは、義本氏より、国の政策として「学修成果の可視化」をどのように

捉えているのか、および最近の取組事例についての発表があった。次に、大塚氏より、教育心理学

者の立場から「主体的な学び」と「学修成果の可視化」をどのように実現すべきかの課題について

説明をいただいた。最後に、取組代表校である関西国際大学 濱名学長より本事業で目指している学

修成果の可視化の方法とその評価法について、本取組が直面している課題を交えながら説明があっ

た。  

その後、フロアからの質問に対してそれぞれのパネリストが意見を述べた。その中で、IRの取組

が必要不可欠であり、まずはインフラ整備や専門的職員養成が急務であること、また情報公開を進

めることが必要であるといった意見が出た。  

このシンポジウムにおいて、本取組における「主体的な学び」、「学修成果の可視化」についての

議論が深まったことにより、新たな課題を発見することができた。
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1.2 シンポジウム次第 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 平成 24年度「大学間連携共同教育推進事業」選定取組 

「主体的な学びのための教学マネジメントシステムの構築」シンポジウム 

『教学マネジメントの改善と学修成果』 

 ～学生支援型 IRの可能性～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   開催日時 

   ２０１４年１１月２２日（土） １３：００～１７：００ 

 

   開催場所  

関西国際大学 尼崎キャンパス ３階 ＫＵＩＳホール 

               

主催 

            関西国際大学・淑徳大学・北陸学院大学・くらしき作陽大学 
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【趣旨】 

高等教育のユニバーサル化により、学生の多様化は、学習目的、学習意欲、学習習慣、学力

の各側面で進行しています。多くの大学、とりわけ小規模の私立大学においては、様々な学生

を受け入れつつ、限られた資源の中で、学士課程教育の質保証の実現を可能にする“仕組み”

をいかにして確立するかが問われています。この課題解決のため、本取組では各連携校が掲げ

るディプロマポリシーの達成に向けて、①学修の質を向上させる上で教育効果が高いといわれ

る体験活動を通した HIP（High-Impact Practices）による教育方法を充実させること、②成

績評価の可視化、③教員の教育力の向上をはかることを通じて、組織的教育を可能にする教学

マネジメントの確立をめざしています。 

このシンポジウムでは、2年半の本取組の成果を報告するとともに、主体的な学習者を育成

するための教学マネジメントがどうあるべきか、学修成果をどう可視化し、どう活用すればよ

いか、参加者の皆様と議論を深めたいと思います。 

 

【登壇者プロフィール】 

文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当） 義本 博司氏（よしもと ひろし） 

京都大学法学部卒業、米国ロチェスター大学経営大学院修了。 高等教育局大学振興課長、高等教育企画課

長、大臣官房会計課長、 大臣官房審議官（初等中等教育局担当）を歴任。 

 

大学教育学会 会長/北海道大学名誉教授 小笠原 正明氏（おがさわら まさあき） 

北海道大学大学院理学研究科修士課程修了。博士｛工学｝。第３回日本放射線化学会賞受賞。北海道大学教授、

東京農工大学教授、筑波大学特任教授、同客員教授を歴任。元財団法人大学基準協会「特色ある教育支援プロ

グラム」実施委員会委員。専門は化学、高等教育論。 

 

独立行政法人大学入試センター試験・研究副統括官／教授 大塚 雄作氏（おおつか ゆうさく） 

東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学。大学入試センター研究部助手、メディア教育開発セン

ター研究開発部助教授、教授、大学評価・学位授与機構評価研究部教授、京都大学高等教育研究開発推進セン

ター教授、同センター長を経て、2014 年 4 月より現職。専門は教育心理学、教育評価。 

 

学校法人濱名学院 理事長／関西国際大学 学長 濱名 篤（はまな あつし） 

上智大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程修了。博士（社会学）。主な兼職として、文部科学省中

央教育審議会臨時委員、同学校法人運営調査委員、国立教育政策研究所評議員、独立行政法人大学入試センタ

ー運営審議会委員など。専門は高等教育論、教育社会学。 

 

（パネルディスカッション・司会者） 

淑徳大学 高等教育研究開発センター 准教授 芹澤 高斉（せりざわ たかなり） 

 中央大学大学院経済学研究科博士課程単位取得満期退学（経済学修士）。松阪大学専任講師、助教授、三重

中京大学准教授を経て 2013年 4月より現職。2013年度文部科学省大学間共同教育推進事業「主体的学びのた

めの教学マネジメントシステムの構築」において関西国際大学に出向。専門は経済学。 
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【プログラム】 

13：00～13：10 【総合司会】 関西国際大学 渉外部長 山崎浩一 

開会の挨拶 

  関西国際大学 学長 濱名 篤 

来賓挨拶 

文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当）義本 博司氏 

13：10～13：15 シンポジウム趣旨説明 

関西国際大学 学長補佐／評価センター長 藤木 清 

13：15～14：15 基調講演 

主体的な学習者育成のための教育改革：大学教育の「構造化」とは何か？ 

  大学教育学会 会長 ／ 北海道大学名誉教授 小笠原 正明氏 

14：15～15：15 各連携大学より本取組の中間報告 

○「本取組の中間報告」 

関西国際大学 学長補佐／評価センター長 藤木清 

○「淑徳大学におけるサービスラーニング教育の展開」 

淑徳大学 学長特別補佐／コミュニティ政策学部教授 磯岡哲也 

○「初年次教育における PBL 型授業の実践と課題」 

北陸学院大学 人間総合学部社会学科 学科長 俵 希實 

○「アセンブリー・アワーにおけるルーブリックの活用」 

くらしき作陽大学 子ども教育学部助教 田崎 慎治 

○「教学マネジメント全国調査」 

くらしき作陽大学 学長顧問／KSU高等教育研究センター所長 有本 章 

15：15～15：25 休憩 

15：25～16：55 パネルディスカッション 

「教学マネジメント改革と学修成果の可視化」 

～その可能性と課題解決に向けて～ 

【パネリスト】 

文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当）      義本 博司氏 

大学教育学会会長 ／ 北海道大学名誉教授      小笠原 正明氏 

独立行政法人大学入試センター 試験・研究副統括官／教授 大塚 雄作氏 

関西国際大学 学長                  濱名 篤 

【司会】 

淑徳大学 高等教育研究開発センター准教授       芹澤 高斉 

16：55 閉会の挨拶 

北陸学院大学副学長 朝倉 秀之 
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＜配布資料一覧＞ 

 

○シンポジウム趣旨説明資料 

主体的な学びのための教学マネジメントシステムの構築（取組概要図） 

 

○基調講演資料 資料１ 

主体的な学習者育成のための教育改革：大学教育の「構造化」とは何か？ 

 

○各連携大学の本取組の中間報告資料 資料２ 

「大学間連携共同教育推進事業～中間報告」関西国際大学 

（参考資料） 

・教室外プログラム及びアクティブラーニング型授業の要件 

・コモンルーブリック・KUIS 学修ベンチマーク 

 

「淑徳大学におけるサービスラーニング教育の展開」淑徳大学 

 

「地方大学初！社会学科実践型人材育成プロジェクト「ＭＩＰ」スタート」 北陸学院大学 

 

「アセンブリー・アワーにおけるルーブリックの活用」くらしき作陽大学 

 

○パネルディスカッション資料 資料３ 

「教学マネジメント改革と学修成果の可視化－現状と課題－」 

  文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当）義本 博司氏 

 

「学修成果の可視化ということ」 

  独立行政法人大学入試センター 試験・研究副統括官／教授 大塚 雄作氏 

 

「学修成果をどのように身につけさせ、評価していくのか」 

  関西国際大学 学長 濱名 篤 

 

○その他の配布 

・質問票 

・アンケート 

・本取組リーフレット 
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1.3 シンポジウム資料 
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2.  全国高等教育研究所等協議会報告 

 

関西国際大学 学習支援センター長 / 人間科学部 

上村 和美 

 

2.1  2012年度の現状報告 

 2013年2月20日開催の協議会では、以下のような報告を行った。 

 

■センターの概要 

◆代表者：上村 和美 （センター長） 

◆設立年：1998年4月(高等教育研究所) 現名称は2008年4月から 

◆本センターは、初年次教育部門、教育開発部門、キャリア教育部門の3つからなります。初年次

教育部門では、学生の高等学校から大学への円滑な移行を促進する「初年次教育」に関する研究と

教育プログラムの開発を行なっています。教育開発部門では、学士課程教育における質保証に関す

る研究と教育プログラムの開発を行ない、教育の改善と質の向上に努めています。キャリア教育部

門では、望ましい職業観・勤労観を育み、主体的に進路を選択する能力・態度を育てるための様々

なツールの開発や就職活動支援に努めています。 

 

■文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」に採択 

 文部科学省の平成 24 年度「大学間連携共同教育推進事業」に、本学を代表校（連携校：淑徳大

学、北陸学院大学、くらしき作陽大学）として申請した取組「主体的な学びのための教学マネジメ

ントシステムの構築」が採択されました。高等教育研究開発センターおよびセンター内に新たに設

置された大学間連携共同教育推進事業室がこの事業の運営母体となっています。 
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◆取組概要  

 現代社会では、主体的に考え行動できる力を持ち、予測困難な時代に対応できる人材の育成が求

められており、大学は学士課程教育の質的転換を図らなければなりません。そのような要請を受け

て、本連携取組では、次の取組を実施します。  

 第一に、アクティブラーニング（能動的学修）およびインパクトのある教室外体験学習プログラ

ムなど、学生が主体的に学ぶ教育方法を充実し、授業外学修時間を確保した授業デザインの向上を

目指します。第二に、学修成果を可視化するため、ルーブリックおよび到達テストの開発を行いま

す。第三に、全学的な教学マネジメントのもと、「学位授与」および「教育課程編成・実施」の方針

に即してカリキュラムを見直します。また、教員の個性を活かしながら、科目間・教員間連携を充

実して組織的教育を確立します。さらに、学生支援型 IR を用いて学生パネルデータを蓄積し、本

取組の評価・改善を行い、連携校以外の大学でも適用できるよう汎用化します。  

 

■ラーニングコモンズスペースの開設 teachingから learningへ 

1 月 16 日（水）の昼休みを利用して、三木キャンパス 4 号館 1 階に新設されたラーニングコモ

ンズスペースのオープニングセレモニーを実施しました。 

このスペースは、現在、本学が代表校として事業を推進している「大学間連携共同教育推進事業・

主体的な学びのための教学マネジメントの構築」の一環として開設したものです。この4号館1階

のラーニングコモンズ は、学習者が自由に出入りでき、テーブルやイスを自由なフォーマットに組

み替えて学習活動が行える場所です。また、無線対応プレゼンテーション機器 wivia2 が利用でき

るブースも4つ揃えていますので、学生個人が

所有するノートパソコンを活用したプレゼンテ

ーションの練習などが可能となりました。  

 

 

■全学FD等（実施予定含む） 

◆第1回全学FD 2012年8月7日（火）～8月8日（水） 於：尼崎キャンパス 

◆第2回全学FD 2012年9月13日（木） 於：三木キャンパス 

◆第3回全学FD 2013年2月26日（火）～27日（水） 於：三木キャンパス 

 



201 

 

◆勉強会（連携大学との共催） 

◇テーマ：協同学習 

日時：2013年2月21日（木）10：00～16：00 

場所：関西国際大学尼崎キャンパス 

講師：創価大学 教育・学習活動支援センター長  関田一彦先生 

 

◇テーマ：ルーブリック開発 

日時：2013年3月12日（火） 

場所：関西国際大学尼崎キャンパス 

講師：島根大学 教育開発センター准教授 森朋子先生 

 

2.2  2013年度の現状報告 

2014年2月5日開催の協議会では、以下のような報告を行った。 

 

■センターの概要 

◆代表者：上村 和美 （センター長） 

◆設立年：1998年4月(高等教育研究所) 現名称は2008年4月から 

◆本センターは、初年次教育部門、教育開発部門、キャリア教育部門の3つからなります。初年次

教育部門では、学生の高等学校から大学への円滑な移行を促進する「初年次教育」に関する研究と

教育プログラムの開発を行なっています。教育開発部門では、学士課程教育における質保証に関す

る研究と教育プログラムの開発を行ない、教育の改善と質の向上に努めています。キャリア教育部

門では、望ましい職業観・勤労観を育み、主体的に進路を選択する能力・態度を育てるための様々

なツールの開発や就職活動支援に努めています。 

 

■文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」に採択 

 部科学省の平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」に、本学を代表校（連携校：淑徳大学、

北陸学院大学、くらしき作陽大学）として申請した取組「主体的な学びのための教学マネジメント

システムの構築」が採択されました。高等教育研究開発センターおよびセンター内に新たに設置さ

れた大学間連携共同教育推進事業室がこの事業の運営母体となっています。 

 

◆取組概要  

 現代社会では、主体的に考え行動できる力を持ち、予測困難な時代に対応できる人材の育成が求

められており、大学は学士課程教育の質的転換を図らなければなりません。そのような要請を受け

て、本連携取組では、次の取組を実施します。  

 第一に、アクティブラーニング（能動的学修）およびインパクトのある教室外体験学習プログラ
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ムなど、学生が主体的に学ぶ教育方法を充実し、授業外学修時間を確保した授業デザインの向上を

目指します。第二に、学修成果を可視化するため、ルーブリックおよび到達テストの開発を行いま

す。第三に、全学的な教学マネジメントのもと、「学位授与」および「教育課程編成・実施」の方針

に即してカリキュラムを見直します。また、教員の個性を活かしながら、科目間・教員間連携を充

実して組織的教育を確立します。さらに、学生支援型 IR を用いて学生パネルデータを蓄積し、本

取組の評価・改善を行い、連携校以外の大学でも適用できるよう汎用化します。  

 

■ 連携大学から代表校へ教員が出向、協働による教学マネジメントの構築 

2013年度に連携大学から代表校への出向をとおして、ルーブリックの開発や代表校における教学マ

ネジメントの運営などに参画をしました。ルーブリックの開発については、実際に代表校の教員と

出向者が共同で作業を行うことでルーブリック作成のノウハウを学ぶとともに、背景の理解を深化

させることができました。また、運営体制や学生支援体制などの各種会議、委員会にオブザーバー

として参加することにより、代表校における教学マネジメントシステムについて学ぶことができま

した。その他の出向による成果としましては、大学間の人的ネットワークの充実化により、情報収

集・交換などを円滑、活発に行うことができたことなどが挙げられます。これらの成果をもとに、

2014 年度以降にそれぞれの本務校において教学マネジメントの構築や学生の能動的な学修を促進

させるような教育の改善、FDの推進を行っていきます。 

 

■全学FD等（実施予定含む） 

◆第1回全学FD 2013年8月6日（火）～8月7日（水） 於：尼崎キャンパス 

◆第2回全学FD 2013年9月17日（火） 於：三木キャンパス 

◆第3回全学FD 2014年2月24日（月）～25日（水） 於：尼崎キャンパス 
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3.  ホームページ 

 

 

本取組の情報発信のため、ホームページを開設した。当サイトでは本取組の3本柱である「教学

マネジメントの確立」、「ハイ・インパクト・プラクティスの充実」、「学修成果の評価方法の開発」

についての説明および本取組における活動実績に関する報告を掲載している。 

（当サイトのアドレス：http://www.kuins.ac.jp/kuinsHP/extension/renkei2013/index.html） 

 

 

 

http://www.kuins.ac.jp/kuinsHP/extension/renkei2013/index.html

